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平
成
元
年
十
月
七
日
、
本
大
学
理
事

長

で
あ
ら
れ
る
高
村
坂
彦
先
生
が
急
逝

さ
れ
た
。

先
生
は
、
前

日
の
十
月
六
日
の
午
前

中
に
は
、
徳
山
市

の
産
業
祭

の
開
会
式

に
出
席
さ
れ
、
お
元
気
な
姿
を
見
せ
て

お
ら
れ
た
。
同
日
夕
刻
、
同
産
業
祭

の

レ
セ
プ
シ

ョ
ン
に
出
席
す
る
た
め
自
宅

を
出
発
さ
れ
た
が
、
車
内
で
気
分
を
悪

く
略
れ
そ
の
ま
ま
緊
急
入
院
と
な

つ
た
。

こ
の
緊
急
事
態
に
駆
け

つ
け
た
大
学
関

係
者
を
は
じ
め
多
く

の
方

々
と
、　
一
時

諸
症
好
転

の
兆
し
に
期
待
を
寄
せ
た
。

し
か
し
そ
れ
も
空
し
く
、
七
日
午
後
四

時
四
十
五
分
急
性
心
不
全

で
先
生
は
お

亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
。

十

一
月
十
日
、
徳
山
市

・
徳
山
教
育

財
団
合
同
葬
が
徳
山
市
体
育
館

で
し
め

や
か
に
行
わ
れ
、
河
本
元
国
務
大
臣
を

は
じ
め
大
学
関
係
者
、
学
生
、　
一
般
市

民
等
千
五
百
人
が
参
列
し
最
後

の
お
別

れ
を
し
た
。
先
生

の
御
冥
福
を
衷
心
よ

り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

追
悼
の
言
葉

「
徳
山
大
学
小
な
り
と
言
え
ど
も
誓

っ
て
日
本
の
大
学
の
幹
と
な
ら
ん
」
高

村
先
生
の
お
言
葉
の
中
で
最
も
私
の
心

に
残

っ
て
い
る
言
葉
で
あ
り
ま
す
。

本
学
の
創
設
者
で
あ
り
、
建
学
理
念

そ
の
も
の
と
言
う
べ
き
理
事
長
先
生
の

ご
逝
去
の
報
に
、
本
会
を
代
表
し
心
よ

り
哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
。

先
生
は
、
昭
和
３６
年
６
月

「宰
相
に

な

っ
て
国
を
滅
す
よ
り
、
首
長
と
な

っ

て
国
を
興
す
」
と
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲

げ
、
ま
た
徳
山
市
に
高
等
教
育
機
関
の

設
置
を
公
約
に
、
第
七
代
市
長
に
就
任

以
後
４
期

（
１２
年
）
に
渡
り
日
本

一
の

理
想
都
市
を
建
設
す
べ
く
行
政
に
手
腕

さ
れ
今
日
の
徳
山
市
発
展
の
礎
と
な
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
同
南
団
地
の
背
後
に

拓
け
た
久
米
丘
陵
地
に
偉
容
を
見
せ
る

徳
山
大
学
及
び
徳
山
高
専
の
設
立
は
、

市
長
就
任
以
来
、
文
教
政
策
の
重
視
と

文
教
都
市
の
建
設
を
唱
え
て
こ
ら
れ
た

先
生
の

”
大
い
な
る
文
化
遺
産
“
で
あ

り
ま
す
。
先
生
は
、
明
治
３５
年
光
市
の

校
友
会
会
長

福

原

良

裕

｀レ
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農
家
の
四
男
と
し
て
生
ま
れ
、
独
学
で

高
等
文
官
試
験
に
合
格
さ
れ
、
内
務
省

国
会
議
員
、
市
長
、
大
学
学
長
、
理
事

長
と
様
々
な
職
務
に
、
至
誠
を
持

っ
て

全
力
投
球
さ
れ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。
内

務
省
時
代
は
、
近
衛
首
相
の
秘
書
官
と

し
て
戦
争
の
回
避
と
終
結
に

一
命
を
賭

け
ら
れ
、
政
治
家
と
し
て
は
、　
”
一
本

の
ロ
ー
ソ
ク
“
を
信
条
と
さ
れ
国
家
平

和
に
情
熱
を
燃
や
さ
れ
ま
し
た
。
政
治

家
で
あ
り
、
教
育
者
で
あ
ら
れ
る
先
生

が
最
後
に

”教
育

こ
そ
国
づ
く
り
の
基

礎
で
あ
る
“
と
最
も
愛
着
を
持

っ
て
築

か
れ
た
の
が
我
が
徳
山
大
学
な
の
で
あ

り
ま
す
。
本
学
も
平
成
三
年
で
は
や
開

学
二
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。

先
生
が
逝
か
れ
た
今
、
会
員

一
人

一

人
が
先
生
の
ご
意
志
の

一
端
で
も
受
け

継
ぎ
自
己
研
鑽
さ
れ
、
母
校
発
展
に
寄

与
さ
れ
る
こ
と
を
お
願
い
し
、
先
生
の

や
す
ら
か
な
ご
冥
福
を
こ
ヽ
に
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。
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大
学
も
年
々
き
れ
い
に
整

備
さ
れ
て
き
て
い
る
が
、
学

食
前
は
花
壇

・
ベ
ン
チ

ｏ
オ

ブ
ジ

ェ
風
の
構
築
物
が
な
さ

れ
、
学
生
の
集
い
の
場
と
な

っ
て
い
る
。

ま
た
短
大
は
、
来
年
よ
り

定
員
増
（百
名
↓
百
五
十
名
）

の
た
め
五
階
を
増
設
、
さ
ら

に
研
究
室
、
ラ
ウ
ン
ジ
、
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
な
ど
増
設
す
る

工
事
に
入

っ
て
お
り
、
来
年

二
月
竣
工
の
予
定
で
あ
る
。

竜`bレ

鋼●レ

今
年
も
大
学
祭

が
十

一
月
二
日
、

四
日
、
五
日
の
三

日
間
開
催
さ
れ
た
。

十
九
回
目
を
迎

え
た
ポ
プ
ラ
祭
は
、

＞

　
「
み
ん
な
の
季
節

象
不
　
ｌ
ω
ユ
ロ
”
ユ

∽
ｏ
”
∽
ｏ
●
―
」

学

と
い
う
テ
ー
マ
で

わ
れ
た
。
大
学

の
Ｐ
Ｒ
は
例
年

上
に
熱
心
に
行

れ
、
徳
山
駅
周

の
横
断
幕
は
も

ろ
ん
、
テ
レ
ビ

ラ
ジ
オ
等
に
も
積

極
的
に
出
演
し
、

徳
山
大
学
に
ひ
と

り
で
も
多
く
の
人
に
足
を
運
ん
で
も
ら

お
う
と
努
力
し
て
い
た
。

今
年
の
主
な
内
容
は
、
野
菜
市
、
吹

奏
楽
団
演
奏
会
、
フ
オ
ー
ク
ソ
ン
グ

コ

ン
サ
ー
ト
、
限
界

ヘ
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
ね

る
と
ん
も
ど
き
団
、
ミ
ス
コ
ン
テ
ス
ト

そ
れ
に
、
も
の
ま
ね
の
清
水
ア
キ
ラ
の

シ
ョ
ー
な
ど
が
あ
り
、
多
く
の
市
民
で

に
ぎ
わ

っ
た
。
最
終
日
、
小
雨
の
降
る

中
、
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ス
ト
ー
ム
点
火
、
青

春
の
炎
を
囲
ん
だ
ｃ
ｏ

時
代
を
変
え
る
の
は
常
に
青
春
で

老
い
た
常
識
よ
り
遥
か
に
強
く

た
と
え
ば
嵐
に
呑
み
込
ま
れ
て
も

歴
史
は
そ
れ
を

見
逃
が
さ
な
い
だ
ろ
う

”街

へ
“
　

吉
田
拓
郎

〈大

ち 辺 わ 以 祭 行

〈学  食  前〉

〈短  大〉

各
地
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
、
会
員
諸

氏
の
近
況
ア
ン
ケ
ー
ー
第
一
回
で
す
ｃ

こ
れ
を
機
会
に
、
旧
交
を
温
め
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思

っ
て
い
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
下
さ
い
ま
し

た
方
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
ｃ

ア
ン
ケ
ー
ト
の
見
方

何
期
卒

現
住
所

勤
務
先

趣
　
味

大
学
時
代

一
番
印
象
に
残

残

っ
て
い
る
こ
と

友
人

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

近
　
況

①

松

原

幸

恵
（旧
姓
国
重
）

②
　
３
　
期

③
　
国
重
米
麦

Ｃ
　
下
松
市
大
海
町
西

０
　
読
書
　
ド
ラ
イ
ブ

０
・　
お
金
を
使
わ
な
い
で
よ
く
遊
ん

だ
こ
と
。

Ｃ
　
健
康
に
気
を
つ
け
て
が
ん
ば
り

ま
し
ょ
う
ｔ
今
度
、
子
供
を
連

れ
て
、
お
じ
さ
ん
お
ば
さ
ん
の

同
窓
会
を
し
た
い
で
す
ね
ｃ

③
　
年
子
で
、
三
歳
、
四
歳
、
五
歳

の
二
人
の
男
の
子
に
ふ
り
ま
わ

さ
れ
て
毎
日
戦
争
の
よ
う
な
日

日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。
体
力

が
あ
る
と
思
い
つ
つ
、
結
婚
し

て
六
年
目
に
初
め
て
の
子
供
に

③ ⑦  ⑥ ⑤ ④ ③ ② ①

名

日|]

　́
！」

恵
ま
れ
、
続
け
て
三
人
と
い
う

こ
と
で
少
々
疲
れ
ぎ
み
で
す
。

で
も
で
き
れ
ば
あ
と

一
人
女
の

の
子
が
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

′
/7ヽ
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①

桑

原

千
代
美
倉
姓
谷
□
）

０
　
１
　
期

Ｃ
　
主
　
婦

④
　
徳
山
市
大
字
久
米
三
二
三
上
三
ｏ

Ｃ
　
編
み
物

Ｃ
　
先
輩
が

一
人
も
い
な
い
大
学
で

わ
か
ら
な
い
も
の
同
志
協
力
し

合
い
行
な

っ
た
ポ
ブ
ラ
祭
ｃ

●
　
１
期
生
の
女
性
の
皆
さ
ん
、
お

元
気
で
す
か
！
。
こ
の
冬
会

っ

て
、
早
く
過
ぎ
去

っ
た
時
間
を

止
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
）

千
葉
か
ら
徳
山
に
帰

っ
て
来
て

二
年
半
、
専
業
主
婦
で
忙
し
く

過
ご
し
て
い
ま
す
こ

①

今

本

康

徳

②
　
ｌ２
　
期

③
　
防
府
警
察
署
刑
事
課
捜
査

一
係

④
　
防
府
市
大
字
江
泊
四
七
八

た
ち
ば
な
荘

⑤
　
名
画
観
賞

Ｏ
　
文
化
体
育
連
合
会
で
の
活
動
。

教
育
研
究
会
で
の
ク
ラ
ブ
活
動

は
も
と
よ
リ
オ
リ
ゼ
ミ
、
イ
ン

キ
ャ
ン
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
キ

ャ
ン
プ
、
六
月
祭
、
体
育
祭
、

萩
往
環
踏
破
大
学
祭
、

コ
ン
パ

寒
行
、
先
輩
同
輩
後
輩
と
の
語

ら
い
な
ど
文
体
で
活
動
さ
せ
て

い
た
だ
く
機
会
を
与
え
て
い
た

だ
い
た
お
か
げ
で
素
晴
ら
し
い

学
生
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き

ま

し

た

。

⑦
　
よ
う
や
く
結
婚
い
た
し
ま
し
て
、

身
辺
も
落
ち
着
い
て
き
ま
し
た

の
で
、
近
く
に
来
ら
れ
た
時
に

は
遊
び
に
来
て
下
さ
い
。

③
　
学
生
時
代
に
描
い
た
理
想
と
夢

と
現
実
社
会
の
差
に
時

々
立
ち

つ
く
し
て
し
ま
う
よ
う
な
思
い

に
か
ら
れ
る
時
も
あ
り
ま
す
が

元
気
が
取
り
得
の
私
で
す
．

前
向
き
に
頑
張

っ
て
い
き
た
い

と
思

っ
て
い
ま
す
。

み
ん
な
、
遊
び
に
来
て
い
ろ
ん

な
話
し
を
し
ま
し
よ
う
。

酒
は
あ
り
ま
す
か
ら
…
。
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〈中 尾  晃 氏 〉

本
学
卒
業
生

（第
五
期
）
で
あ
る
、
備
前
焼
奈
義
法
然
窯

（な
ぎ
ほ
う
ね
ん
が
ま
）
中
尾
晃
さ
ん
の
作
品
展
が
、
十

一

月
二
日
か
ら
六
日
間
徳
山
市
内
の
百
貨
店
で
開
催
さ
れ
た
。

中
尾
さ
ん
は
、
岡
山
県
出
身
、
昭
和
五
十
年
徳
山
大
学
に

入
学
、
在
学
中
は
芸
術
部
に
所
属
し
、
切
絵
や
日
本
画
を
描

い
て
い
た
。
こ
の
当
時
の
切
絵
は
現
在
山
中
鉄
三
先
生
の
研

究
室
に
残
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
五
十
四
年
大
学
卒
業
と
同
時

に
陶
芸
家
と
し
て
の
修
行
に
入
り
、
名
門
の
窯
元
、
木
村
喜

十
郎
友
敬
に
て
作
陶
し
、
昭
和
五
十
九
年
作
家
と
し
て
独
立
。

奈
義
町
長
の
命
名
で

「
奈
義
法
然
窯
」
と
称
す
。

ロ
ク
ロ
ロ

を
生
か
し

ヘ
ラ
ロ
を
大
担
に
、
造
形
に
は
曜
動
感
に
溢
れ
る

も
の
が
多
い
と
言
わ
れ
る
。
修
業
中
、
岡
山
県
美
展
に
初
入

選
以
後
三
回
入
選
、
昭
和
六
十
三
年
朝
日
陶
芸
展
で
特
別
賞

（川
崎
記
念
）
を
受
賞
し
た
。
ま
た
同
年
、
備
前
焼
と
中
国

宜
興
県
窯
元
友
好
親
善
使
節
と
し
て
訪
中
し
た
。

作
陶
展
は
年
二
回
、
関
東
、
関
西
方
面
で
行
わ
れ
て
い
る
。

徳
山
で
は

一
昨
年
に
続
い
て
二
回
目
で
あ
る
。
今
回
の
作
陶

展
も
盛
況
裡
の
内
に
行
わ
れ
た
。
中
尾
さ
ん
は
今
後
も
定
期

的
に
作
品
展
を
行
い
た
い
と
話
さ
れ
た
。
ま
た
二
十
周
年
に

は
、
作
品
を
寄
贈
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

中
尾
さ
ん
の
今
後
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
心
か
ら
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

①

大

川

和

子

②
　
ｌ
　
期

③
　
ア
ト
リ
エ
か
ず
こ
美
容
室
（自
営
）

Ｃ
　
山
口
県
吉
敷
郡
小
部
町

Ｃ
　
読
書

・
旅
行

０
　
女
子
学
生
が
あ
ま
り
に
も
少
な

か

っ
た
こ
と
ｃ

⑦
　
社
会
に
出
て
な
か
な
か
会
う
機

会
が
な
い
の
で
残
念
で
す
。

ど
こ
か
で
会

っ
た
ら

”
元
気
“

と
声
を
か
け
て
ほ
し
い
な
ァ
！

③
　
早
い
も
の
で
美
容
室
を
自
分
で

は
じ
め
て
、
十
年
が
過
ぎ
ま
し

た
。
落
ち
こ
ん
だ
り
し
な
が
ら

ま
た
自
分
の
甘
さ
に
思
い
知
ら

さ
れ
な
が
ら
も
、
何
と
か
歩
い

て
お
り
ま
す
。

①

上

田

健

二

②
　
ｌ４
　
期

③
　
紳
士
服
の
は
る
や
ま
高
松
店

④
　
香
川
県
高
松
市
屋
島
西
町

一
九
四
六
―
上

ヴ
ァ
ン
ベ
ー
ル

屋
　
屋
島
三
〇

一

⑤
　
テ
ニ
ス
　
軽
ス
ポ
ー
ツ

⑥
　
苦
し
く
て
楽
し
か

っ
た
ク
ラ
ブ

（少
林
寺
拳
法
部
）

Ｃ
　
は
る
や
ま
に
入
り
た
■
人
、
話

（畔
）

を
開
き
た
い
人
い
つ
で
も
言

っ

て
き
て
下
さ
い
。

③ 十 ⑦   00④  ③ ② ①③Ю  ⑥ ⑤  ④ ③ ② ①

尾

村

徳

彦

Ｈ
　
期

広
島
県
東
広
島
市
西
条
朝
日
町

七
―
六

尾
村
米
穀
店

（自
営
）

ゴ

ル
フ

栄
光
の
ヨ
ッ
ト
部
で
さ
わ
や
か

な
汗
を
か
き
、
夕
陽
に
向

っ
て

セ
イ
リ
ン
グ
し
た
こ
と
。

み
ん
な
頑
張

っ
ち
ょ
る
か
い
！

最
近
、
東
広
島
で
は
、
米
騒
動

が
起
こ
り
ま
し
た
。
み
な
さ
ん

も
米
不
足
に
注
意
し
て
、
今
の

う
ち
に
し
っ
か
り
お
米
を
食
べ

ま
し
ょ
う
。
お
米
は
日
本
の
文

化
で
す
。

桑

原

俊

彦

１４
　
期

い
は
る
や
ま
チ
ェ
ー
ン
大
分
店

大
分
県
大
分
市
萩
原
二
―
人
―

二
七
　
レ
ジ
テ
ン
ス
大
分
Ａ

一

〇

一

ス
ポ
ー
ツ
な
ら
な
ん
で
も
！

ク
ラ
ブ
活
動

田
村
恭

一
先
輩
お
元
気
で
す
か
。

い
つ
か
遊
び
に
行
き
ま
す
。

`ヽレ

■

守

田

文

男

，
一　
７
　
期

Ｃ
　
い
」
⊂
蚕

Ｔ
山
支
Ｌ
一

０
　
徳
山
市
周
陽

一
丁
目

●
）

ゴ

ル
フ
、
ウ
ィ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ

ン
、
ス
キ
ー
、
放
浪
の
旅

（今

ま
で
、
日
本
↓

ハ
ワ
イ
ヨ
ッ
ト

横
断
、
ア
メ
リ
カ
大
陸
横
断
）

０
　
ク
ラ
ブ
設
立
の
こ
と
。

は
じ
め
て
の
試
合
で
遠
征
し
た

際
、
宿
舎
が
な
く
て
、
結
局
公

民
館
に
泊
ま
る
こ
と
に
な

っ
た

何
せ
変
り
者
が
多
く
、
車
の
ト

ラ
ン
ク
か
ら
何
を
持

っ
て
き
た

の
か
と
思
う
と
、
自
宅
か
ら
布

団

一
式
持

っ
て
き
た
者
が
い
た
。

大
威
張
り
で
彼
は
畳
の
上
に
布

団
を
ひ
い
て
、
自
分
の
ス
ペ
ー

ス
を
確
保
し
た
は
い
い
が
、
よ

く
聞
く
と
前
日
こ
の
部
屋
で
葬

儀
が
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
で
、

飛
び
起
き
て
、　
一
年
生
を
そ
こ

に
寝
か
せ
た
。
な
ど
な
ど
ク
ラ

ブ
創
立
時
に
は
エ
ピ
ソ
ー
ド
が

つ
き
な
か

っ
た
。

⑦
　
ロ
ス
、
シ
カ
ゴ
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー

い
）

ク
ヘ
三
年
ァ
メ
リ
カ
の
全
土
を

歩
き
、
東
京

へ
も
ど

っ
て
か
ら

北
朝
鮮
、
中
国
、
ベ
ト
ナ
ム
、

タ
イ
、
香
港
、　
ロ
シ
ア
と
仕
事

を
し
て
、
よ
う
や
く
卒
業
以
来

七
年
振
り
に
徳
山

へ
も
ど

っ
て

き
ま
し
た
。
お
時
間
の
あ
る
時

に
は
お
立
寄
り
下
さ
い
。
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徳
出
大
学

先
生
方
の
受
賞

脇
　
英
夫
先
生

（現
萩
女
子
短
期

大
学
教
授
）

大
西
昭
生
先
生

（教
授
）

兼
重
宗
和
先
生

（助
教
授
）

冨
吉
繁
貴
先
生

（講
師
）

第
十
三
回

「
石
油
文
化
賞
」
受
賞

協
同
研
究
に
よ
る

「徳
山
海
運
燃
料

廠
史
」
が
受
賞
対
象
と
な
り
、
大

ヘ

ん
高
い
評
価
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

平
成
元
年
五
月
五
日
、
徳
山
大
学
ヨ

ッ
ト
部
の
創
立
十
周
年
記
念
パ
ー
テ
ィ

ー
が
徳
山
市
内
の
ホ
テ
ル
で
行
わ
れ
、

現
役
及
び
Ｏ
Ｂ
並
び
に
そ
の
家
族
ら
が

参
集
し
盛
大
に
行
わ
れ
た
。

ヨ
ッ
ト
部
は
昭
和
五
十
四
年
に
二
年

生
三
年
生
の
同
志
十

一
人
で
同
好
会
と

し
て
発
足
、
昭
和
五
十
七
年
狭
間
万
弘

主
将

（第
九
期
卒
、
現
在
田
伊
藤
園
神

戸
支
店
勤
務
）
の
時

ヨ
ッ
ト
部
に
昇
格
、

昭
和
六
十
年
に
は
、
Ｏ
Ｂ
会
徳
帆
会
を
発

足
さ
せ
た
。
Ｏ
Ｂ
は
関
東
か
ら
九
州
ま
ど

連
な
り
、
年

一
回
の
定
期
総
会
も
行
わ
れ

相
互
親
陸
並
び
に
現
役
部
員

へ
の
援
助
な

ど
行

っ
て
い
る
。

各
地
区
で
、
Ｏ
Ｂ
の
小
さ
な
集
ま
り
で
も

行
わ
れ
た
ら
、
き

っ
と
楽
し
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

昭
和
六
十
三
年
度
決
算
並
び
に
、
平

成
元
年
度
予
算
の
ご
報
告
を
左
記
の
と

◆

◆

◆

●

播
磨
定
男
先
生

（教
授
）

「
光
市
教
育
会
選
奨
」
受
賞

光
市

の
文
化
行
政

の
振
興
に
寄
与
さ

れ
た
と
い
う

こ
と
で
受

賞
さ
れ
ま
し

た
。◆

◆

◆

０

寺
田

一
薫
先
生

（講
師
）

「
道
路
と
交
通
」
論
文
賞
受
賞

雑
誌

「
高
速
道
路
と
自
動
車
」
に
発

表
さ
れ
た
、
研
究
論
文

「
都
市
間
バ

ス
を
め
ぐ
る
政
策
対
応
」
論
文
賞
を

受
け
ら
れ
ま
し
た
。

｀レ

昭和63年度 決算平成元年度 予算
昭
和
六
十
二
年
度
決
算

平

成

元

年

度
予
算

〔本
　
部
〕

会
　
長
　
福
原
　
良
裕

　

（
一
期
）

〒
七
四
五

徳
山
市
夜
市
五
七
八

皿
（〇
八
三
四
）
六
三
―
四
三

一
五

〔山

口
県
東
部
支
部
〕

支
部
長
　
古
谷
　
幸
男

　

（七
期
）

〒
七
四
五
―
〇
五

徳
市
市
中
須
南

一
一
二
四

肌
（〇
八
三
四
）
八
九
―
〇
三
〇
三

〔広
島
支
部
〕

支
部
長
　
長
谷
川
　
洋

　

（
二
期
）

〒
七
三
〇

広
島
市
西
区
上
天
満
町
二
‐
〓
↑
五
〇
四

皿
（〇
八
二
）
二
九
四
―
五
二

一
七

〔関
東
支
部
〕

支
部
長
代
行
　
中
村
　
厚
彦

（
二
期
）

〒

一
〇
四

東
京
都
品
川
区
東
品
川
三
丁
目
‐６Ｂ

東
品
川
ハ
イ
ツ
二
〇
三
号

皿
（〇
三
）
四
七
四
―
八
三
四
七

編

集

後

記

校
友
会
誌
第
十

一
号
発
行
、
大
変
遅

く
な
り
ま
し
て
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
ご
協
力
下
さ
い
ま
し
た
皆
様

方
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
大
学
で
は
今
年
も
推
薦
入
試

が
行
わ
れ
、
千
五
百
名
の
受
験
者
が
あ

り
、
五
倍
強
の
競
争
率
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
新
学
部
構
想
も
具
体
的
に
始
動

し
は
じ
め
ま
し
た
。

大
学
、
学
生
、
Ｏ
Ｂ
、
さ
ら
に
は
地

域

一
体
で
二
十
周
年
を
迎
え
た
い
も
の

で
す
。

じ

収 入 の 部収 入 の 部

ヽ、  支 出 の 部
支 出 の 部

じ

お
り
致
し
ま
す
。

報

告

科 項 富 予 額 決  算 額

前 期 爆 越  金 前 期

'越
金

会 費

会 費

15班 生会費

追 徴 会 費

推 蒲 会 費

特 別 会 計1繰 入 金 特別会計繰越金

雑   収   入 入
収
疇

収

雑
，
ス

雑

,00.000

三業着■■金取■ |ン 事業積立基金取立し

‖

科 予 算 頷 項 予 算 額

前 期 繰 越 金 前 期 繰 越 金

会 費

第16期生入会金

第 16期 生会費

追 徴 会 費

推 薦 会 責

,OЮ 00

`。

pl●

雑   収   入 2010001 雑  収  入
受 取 利 息 ,● 00

計 ‖
',0`.,``

刊 頂 予 算  額 決 算 額

会 費 運 営 費 運 営 費
備 品 費
会 議 費

事 務 費
渉 外 費
慶 弔 費

会 務

諸 会 費
交 際 費
旅費交通費
記 念 品 費
人 件 費

部 費
1 部 費

倍 宣 部 責

組織強化部費

部

奨   学   金

金

, 学 費

事 業 積 立 基 金

(“年度 )

予 備 費 責

繰   越   金 凛 越 金

計

科 予 算 額 項 予 算 額

会 務 運 営 費

備

会

委

渉

慶

諸

交

旅

議

信

務

外

弔

会

際

費 交 通

念 品
件

■
費

部

企 画 部 費

情 宣 部 費
組織強化部費

奨 学 奨  学  費

"
金

予   備   費

事 業積立基金

20周年事業積立

予  備  費

計 計

支
部
連
絡
先

■
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醸
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